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航空機の電磁干渉に対する堅牢性はその世代

が新しくなるごとに向上しているが，機内に持

ち込まれる携帯電子機器からの電磁干渉に対し

て完全に耐性があるところまでは至っていない．

従って，安全運航の確保のため，その使用制限

が必要となる． 
ここでは，米国連邦航空局規則，米国航空無

線通信委員会の検討，本邦国土交通省規則を基

に以下の点を概観する． 
 

１． 飛行フェーズによる使用制限 
２． 携帯電子機器による使用制限 
３． 航空機の機種による使用制限 
４． 電磁干渉を発生させると考えられるメカニ

ズム 
５． 現在の携帯電子機器の使用制限に関する検

討動向 
 

その上で，今後の機内における IT 情報関連，

医療関連の目指すべきサービス構想等を可能な

範囲で紹介する． 
 

１． 機内インターネットサービス（現在休止

中） 
２． 機内携帯電話システム（海外でサービス開

始予定） 
３． 機内医療体制（構想） 

 


